
    

   令和７年度奈良県公立学校教員採用 

     候補者選考試験のお知らせ （ 概 要 版 ） 

                                                        令和５年１２月２６日 

試 験 日 程 

※2次試験は集団面接、個人面接ともに、期間内の指定したいずれか 1日 

試 験 内 容 

【 筆記試験 】教職教養、教科専門 

【 実技試験 】中学校・高等学校 音楽・美術・書道・保健体育（募集がある教科のみ） 

【 集団面接 】討議 

【 個人面接 】教科指導についての質問を含む 

受 験 資 格 

【  年  齢  】 ６１歳（令和７年 4月 1日現在）まで 

【教員免許状】 受験する校種等・教科等の免許状を取得（令和７年３月３１日までに取得見込も可）し、 

令和７年４月１日現在で有効な状態を保持できる人 ※3年次選考は除く 
【  その他  】 ○学校教育法第 9 条各号及び地方公務員法第 16 条各号のいずれにも該当しない人 

○奈良県内どこにでも勤務できる人 

※一般選考以外は、上記の資格に加えて、個別の受験資格があります。 

主な変更点 

・小学校及び特別支援学校において、大学 3年生等での受験を可能とし、３年次選考を新設します。 

・専門的な知識・技能を習得した人材を活用するため、大学院選考を新設します。 

・高等学校への留学生への対応のため、日本語指導教員選考を新設します。 

・１次試験の免除に関わる要件を一部変更します。 

○国立及び公立学校(奈良県以外)の現職教諭に対して、教諭経験により、１次試験の全てを免除します。 

○勤務実績については、「試験実施年度１年間の任用予定」から「試験実施年度４月に勤務」とします。 

 

 

上記内容は、１２月時点の予定です。内容は変更となる場合がありますので、４月

10日に公開予定の「受験案内」で確認してください。また、募集する校種等・教科等も

「受験案内」でお知らせする予定です。採用予定数は、教職員課ホームページに掲載し

ます。 奈良県教育委員会 LINE公式アカウントでも情報を発信します。 

1次試験 
令和６年６月１５日(土)   筆記試験 

令和６年６月１６日(日)   実技試験 

２次試験 

令和６年７月２０日(土) ・２１日(日)  集団面接 

令和６年８月 ８日（木）～１１日（日）、 

8月 13日（火）～１６日（金） 
個人面接 
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令和７年度奈良県公立学校教員採用候補者選考試験の主な変更点 令和５年１２月２６日

１．試験日程を前倒しします。

1次試験
令和６年６月１５日（土）筆記試験
令和６年６月１６日（日）実技試験
※大学院選考及び社会人選考の個人面接を、
１５日１６日いずれか１日で実施

５．１次試験免除の要件を変更します。

令和４年４月から令和６年３月３１日まで連
続して２４月、県内公立学校で県費常勤講師
として勤務し、令和６年４月に県費常勤講師
として勤務している人

１次試験全て免除

奈良県次世代教員養成塾の修了生

国立及び公立学校（奈良県以外）の現職教諭で
令和６年３月３１日現在２４月以上の勤務実績
を有し、令和６年４月１日現在で現職の人

平成３１年４月から令和６年３月３１
日までの５年間で通算３６月以上の勤
務実績（※１）を有する人

平成３１年４月から令和６年３月３
１日までの５年間で通算２４月の勤
務実績（※１）を有し、令和６年４
月に県費常勤講師、市町村費常勤講
師、栄養職員及び実習助手･寄宿舎指
導員として勤務している人

私立学校の正規の現職教員で令和６
年３月３１日現在２４月以上の勤務
実績を有し、令和６年４月１日現在
で現職の人

令和４年４月から令和６年３月３１日まで
連続して２４月の勤務実績（※２）を有し、
令和６年４月に県内公立学校で県費常勤講
師、市町村費常勤講師及び栄養職員として
勤務している人

令和６年度採用試験の教科専門において、
成績優秀者（８割以上の得点）

※１ 県内公立学校で県費常勤講師、市町村費
常勤講師、栄養職員及び実習助手・寄宿舎
指導員としての勤務月数

※２ 県内公立学校で県費常勤講師、市町村費
常勤講師及び栄養職員としての勤務月数

（育児休業・休職・停職の期間は勤務実績から
除算します。）

○出願時に免除申請が必要です。（複数の区分での申請が可能）免除が適用されるかは受験票交付時に確認してください。

受験案内 公表
令和６年４月１０日（水）９：００
出願期間
令和６年４月２６日（金）９：００～
令和６年５月２０日（月）１７：００まで

２次試験 （集団面接（討議））
令和６年７月２０日・２１日
２次試験 （個人面接）
令和６年８月８日～１１日、１３日～１６日
※集団面接、個人面接ともに、いずれか１日

２．３年次選考を新設します。
個別の受験資格
１ 大学（短期大学含む）及び専門学校の最終年次１年前の学生で、

令和８年３月３１日までに免許状を取得見込みの人
※いずれの学校にも所属していない科目等履修生は除く。

２ 奈良県が第１志望で、令和８年度教員採用試験を受験する意思
がある人

○合否は、他の選考の受験者とは別に判定します。
○２次試験合格者は、令和８年度に最終面接を行います。
○最終面接合格者は、令和８年度教員採用候補者名簿に登載します。
○２次試験不合格者は、令和８年度１次試験を免除します。
○最終面接不合格者は、令和８年度２次試験からの受験となります。

３．大学院選考を新設します。

個別の受験資格
１ 教科に関する専門的な知識、経験、又は技能を有し

教員の職務を行うのに必要な熱意と見識をもってい
る人

２ 理学、工学、農学及び家政を専攻する学科又は学部
の大学院修了者（見込み含む）

○１次筆記試験に代えて、個人面接を実施します。

４．日本語指導教員選考を新設します。
個別の受験資格
次のⅠ、Ⅱいずれかに該当する人
Ⅰ 国家資格「登録日本語教師」を有する人
Ⅱ 文化庁の認める420時間以上の日本語教育に関する

研修を受講した人

○１次試験で資格に応じて加点します。

教職教養の免除 教科専門の免除

英語資格所有者（中・高英語のみ）

○変更後の主な要件です。詳細は、受験案内（４月）で確認してください。
○昨年度からの変更点（年表記の変更は除く）

令和８年度選考について

中学校及び高等学校外国語（英語）
の受験者は、所有する英語資格によ
り、教科専門試験の得点とします。
（教科専門試験は行いません。）

※対象となる英語資格
・実用英語技能検定
（日本英語検定協会）

・TOEFL
（国際教育交換協議会）

・TOEIC
（国際ビジネスコミュニケーション
協会）

「教員採用試験実施年度１年間の任用予定」
から、「実施年度４月に勤務している人」に
変更（教職教養・教科専門も同様）

★奈良県以外の現職の方は任命権者による在職証明が必要です。


